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平成18年度診療幸闘州改定結果検証に係る調査  

ニコチン依存症管理料算定保険医療機関における  

禁煙成功率の実態調査  
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1．目的  

ニコチン依存症管理料算定医療機関の実態を把握すると共に、ニコチン依存症管理料を  

算定した患者に対する禁煙治療の実施状況と禁煙成功率を把握する事を目的とした。  

2．調査対象  

本調査では、一次調査と二次調査を実施した。一次調査においては施設を対象とした施  

設調査と、ニコチン依存症管理料を算定した患者についての患者調査を実施した。二次調  

査では、患者調査のみ実施した。   

一次調査の施設調査では、全国の保険医療機関の中で、平成18年7月1日現在にニコチ  

ン依存症管理料を届出ていた施設から無作為に抽出した1．000施設を対象とした。   

患者調査は、上記の調査対象施設において、平成18年6月および7月の2ケ月間に、医  

療機関でニコチン依存症管理料の算定を開始した患者全員を対象とした。   

二次調査の対象は、一次調査に回答した施設における、一次調査対象患者全員とした。  

3．調査方法  

○一次調査   

一次調査においては、施設調査と患者調査を実施した。   

施設調査は、自記式調査票の郵送配布・回収とし、施設の概況および禁煙治療の状況に  

ついて調査した。   

患者調査についても同様に、自記式調査票の郵送配布・回収とした。治療終了3 ケ月後  

の状況については、医療機関が対象患者に、現在の禁煙／喫煙状況について電話調査を実  

施し、その結果を調査票に記載するものとした。なお、二次調査において当該患者の追跡  

が必要となるため、患者ごとにtDを付与することとした。   

調査時期は、施設調査・患者調査ともに平成18年12月～平成19年1月とした。  

○二次調査   

一次調査の患者調査対象者の治療終了から5～6ケ月日となる平成19年3月に、当該患  

者のその時点での禁煙／喫煙状況について、医療機関側が追跡調査を行った。調査方法は  

一次調査と同様、自記式調査票の郵送配布・回収とした。   

一次調査対象患者のその彼の禁煙／喫煙状況について、医療機関が対象患者に電話調査  

を実施し、その結果を調査票に記入して返送いただくものとした。   

調査実施は平成19年3月とした。  

4．調査項目  

一次調査、二次調査における調査項目は以下のとおりである。施設調査（様式1）では医  

療機関属性や禁煙治療の実施体制等を、患者調査（様式2）では患者属性や受療の状況、禁  

煙成功／失敗を尋ねた。様式3では、指導終了5～6ケ月後の禁煙／喫煙の状況を尋ねた。  

図表1調査項目  

調査  項目   

・施設区分、所在地、一日平均外来患者数、開設主休、標樗診  

療科  

施設調査  
（様式1）  

制、禁煙治療に携わる職員数、患者さんに対する1回あたり  
一次調査  

の平均指導時間、ニコチン依存症管理料算定患者数  

・性別、年齢、喫煙年数、1日あたりの喫煙本数、T【）S点数、  

患者調査  
（様式2）  

後の喫煙・禁煙の状況 等   

二次調査（様式3）   ・指導終了5～6ケ月後（平成19年3月時点）の状況  

なお、禁煙治療を途中で中止した患者に、3ケ月後、6ケ月後の禁煙／喫煙状況を尋ねる  

際には、5回にわたる指導が終了していたと仮定して、その仮定の終了時から3ケ月後の状  

況、およぴ6ケ月後の状況を尋ねた。   



5．結果  

（1）回収の状況  

り 一次調査   

施設調査票は、有効回収数が501、回収率は50．1％であった。また、様式2を回答した  

のは456施設であり、記載された患者数は合計で4，189人であった（該当患者不在等で施  

設調査票のみの提出をした施設が45施設）。  

図表2 回収の状況（一次調査）  

（2）一次調査：施設の状況（平成柑年11月）  

1）施設区分   

施設区分についてみると、「無床診療所」（71．7％）が最も多く、次いで「病院j（1臥0％）、  

「有床診療所」（10．2％）であった。  

国表4 施設区分  

Ol   ＝）1  201  301  401  501  8（）l TOt   801  901 100l  

調査票   有効回収数   回収率   

施設調査票（様式1）   501   50．1％   

様式2に記載された患者数（456施設分）   4，189  

‡■病陸田有床診療高田知床由所□無回答l  

＊ 様式2において、ニコチン依存症管理料算定要件外であるデータ、ブリンクマン指数が   

200未満もしくはTDS点数が5点未満のデータ、および算定開始日が平成18年6月・7   

月以外のデータを無効票として除き、有効回収数とした。  

2）ニ次調査   

一次調査で様式2（患者調査）の調査票を回収した456施設に対し、同じ調査対象患者の  

ニコチン依存症治療終了後5～6ケ月後の状況を調査するため、様式3（二次調査票）を発  

送した結果、242施設から回収することができた。様式3に記載された患者数は2，225であ  

った。  

図表3 回収の状況（二次調査）  

病院における病床数についてみると、「100～200床未満」（34．4％）が最も多く、次いで  

「200～500床未満」（22．2％）、「50～100床未満」（20．0％）であった。  

図表5 病床数（病院）  

O1  101  201  301  ■O1  501  801  701  801  90ち 100l  

合計  
（N＝90）  

l■50産吏如50－－00由顔占川0－盲00良夫満・…ニ墓石占床未森盲508虔ふ上口扁亘I   

調査票   有効回収数   回収率   

様式3に回答した施設数   242   53．1％   

様式3に記載された患者数   2，225  

＊ 様式2において、ニコチン依存症管理料算定要件外であるデータ、ブリンクマン指数が   

200未満もしくはTDS点数が5点未満のデータ、および算定開始日が平成18年6月・7   

月以外のデータを無効票として除き、有効回収数とした。  

＊ 回収数は平成19年3月19日時点の数値である。  



2）1日平均外来患者数（平成18年11月）  

1日平均外来患者数（平成18年11月）についてみると、医療機関全体では、r50～100  

人未満」（40．7％）が最も多く、次いで「100～200人未満」（18．8％）、「20～50人未満」（17．0％）  

であった。   

医療機関種別にみると、病院においては、「500人以上」（32．2％）が最も多く、次いで「200  

～500人未満」（27．8％）、「100～200人未満」（25．6％）となった。平均は461．20人（標準  

偏差433．08、中央値279．50）であった。   

また、診療所においては、「50～100人未満」（47．3％）が最も多く、次いで「20～50人  

未満」（20．5％）、r100～200人夫満j（17．3％）となった。平均は84．即人（標準偏差88．91、  

中央値65．00）であった。  

図表61日平均外来患者数（平成18年11月）  

0％  101（  201  30I1  401  501  601  701  801  gO1 1001  

3）開設主体   

開設主体についてみると、全体では、「法人」（57．1％）が最も多く、次いで「個人」（35．3％）、  

「公的医療機関」（4．6％）であった。   

病院では一法人」（70．0％）が最も多く、次いで「公的医療機関」（16．7％）であった。  

また、診療所においては、「法人」が54．4％、「個人」が42．7％であった。  

国表一 間設主体  

Ol  101   20ヽ  】0ヽ   10＼   501   60ヽ  101  80＼   90ヽ  100ヽ  

l・国等口公的医i由這社i帥由扁体i法人四億人口無由】  

＊合計（N＝50ユ）には、施設区分不明（N＝l）を含む．  

※参考：開設主体の内訳  

国等   厚生労働省、国立病院機構、国立大学法人、労働者健康稀祉機構等   

都道府県、市町村、日赤、済生会、北海道社会事業協会、厚生連、国民健  
公的医療機関  

康保険団休連合会等   

社会保険関係  全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興団、船員保険会、健康保険組   

団体   合およびその連合会、共済組合およぴその連合会、国民健康保険組合等   

法人   
公益法人、医療法人、学校法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他  

の法人等   

個人  

■～0人未満   田20－50人未満 臼50・｝＝川人未満 ■10（ト200人未満  

日200・－500人未満臼500人以上   □無回答  

施設区分  平均値（人）  棟準偏差（人）  中央値（人）   

病院   279．50   

診療所   84．87   88．91   65．00   

＊合計（Nニ501）には、施設区分不明（N＝l）を含む。  



4）横棒診療科   

棟梼診療科についてみると、病院、診療所ともに、「内科jが最も多かった（それぞれ96．7％、  

91．7％）。病院では次いで「外科」（82．2％）、「整形外科」（75．6％）、診療所においては、  

次いで「循環器科」（37．6％）となった。  

5）ニコチン依存症管理料の施設基準の届出時期   

ニコチン依存症管理料の施設基準の届出時期についてみると、全体では、「4月」（35．7％）  

が最も多く、次いで、「6月」（25．0％）であった。   

医療機関種別にみると、病院、診療所ともに4月の診療報酬改定直後から届け出た施設  

が多く、それぞれ51．1％、32，2％となった。   

また、5月の届出は減少しているものの、ニコチンパッチ等が保険適用となった6月には  

再び届出が増加しており、病院、診療所ではそれぞれ20．0％、26．1％となった。  

図表10 ニコチン依存症管理料の施役基準の届出時期  

園表8 樺梼診療科（病床）：複数回答  

国表9 榛傾診療科く診療所）：複数回答  
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6）禁煙治療の体制   

医療機関全体では、「通常の診療体制の中で禁煙治療を実施している」（79、4％）が最も  

多く、次いで「専門外来を設置するなど、特別の体制で禁煙治療を実施している」（12．4％）  

であった。   

医療機関種別にみると、病院においては、「専門外来を設置するなど、特別の体制で禁煙  

治療を実施している」（46．7％）が最も多く、次いで「通常の診療体制の中で禁煙治療を実  

施している」（45・6％）であった。診療所においては、「通常の診療体制の中で禁煙治療を  

実施している」（87・1％）が最も多く、次いで「特別な体制・通常の体制の両方」（6．8％）  

であった。  

国表11禁煙治療の体制  

○＼  tOヽ  20ヽ  jPヽ  10ヽ  50ヽ  80ヽ  †0ヽ  80ヽ  90＼  tOOヽ  

了）禁煙治療に携わる職員数   

禁煙治療に携わる職員数（医師数）についてみると、病院では、「1人」（54．4％）が最も  

多いが、次いで「2人」（25．6％）。「4人以上」（16．7％）となっており、複数の医師が診療  

に携わっている場合も多かった。平均は2．31人（標準偏差2．69、中央値1．00）であった。  

また、診療所では、「1人」（84．6％）が最も多かった。平均は1．24人（標準偏差0．83、中  

央値1．00）であった。   

看護師数についてみると、病院では、「0～1人＝54．4％）が最も多く、次いで「2人」（21．1％）  

となっていた。平均は2．23人（標準偏差2．銅、中央値1．00）であった。診療所でも同様  

に、「0～1人」（42．4％）、r2人」（24．4％）となっていた。平均は2．37人（標準偏差2．14、  

中央値2．00）であった。  

図表12 禁煙治療に携わる職員数（医師数）  

0ヽ  101  JO1  301  ¶〉1  501  80ヽ   TOヽ   801  9Dヽ  100l   

合計  
（N＝5（Il）  

病院  
（N＝90）  

診療所  
（N＝4†0）   

■専門外集を設置するなど、特別の体制で禁煙治欄を実施している  

日通常の診療体制の中で無煙治まを実施している  
臼特別な体制・通常の体制の両方  
■その他  
□無回答  

f・ 

図表13 禁煙治療に携わる職員数（看護師数）  

O1  101  201  301  401  501  801  70t   801  901 100l  

＊合計（N＝Enl）には、施設区分不明（N＝l）を含む。  

合計  
佃＝501）  

病院  
（N＝90）  

珍書所  
（N＝410）  

■○－・しし⊂＝人u3人■1人＝上．11■回繁－   

＊合計（N＝50り には、施設区分不明（N＝l）を含む。  
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禁煙治療に携わる職員数（その他の職員数）についてみると、全体ではrO～1人」（44．1％）  

が最も多く、次いでr4人以上」（12．8％）となっていた。平均は2．37人（標準偏差7．27、  

中央値1．00）であった。   

この傾向は医療機関種別でも同様で、病院においては、それぞれ45．6％、10．0％となっ  

ており、平均は3．24人（標準偏差15．08、中央値0．00）であった。診療所においてはそれ  

ぞれ43．7％、13．4％となっており、平均は2．21人（標準偏差4．54、中央値1．00）であっ  

た。  

図表14 禁煙治療に携わる職員数（その他の職員）  

OI lOt   201  301   401   501   601   TO1  801  ，O1 10（】l   

8）患者に対する1回あたりの平均指導時閉   

息者に対する1回あたりの平均指導時間についてみると、初回の指導では、「30～40分未  

満」（33．3％）が最も多く、平均24．86分（標準偏差12．33、中央値20．00）であった。医  

療機関別に見ると、病院の方が初回の治療に時間をかけている傾向がみられた。病院では  

平均29．40分（標準偏差11．33、中央値30．00）、診療所では平均23．85分（標準偏差12．32、  

中央値20．00）であった。   

2回目以降の指導の平均指導時間についてみると、全体では「10～20分未満」（蝕5％）  

が最も多く、平均は12．59分（標準偏差6．50、中央値10．00）であった。病院、診療所と  

もに同様の傾向であり、平均時間はそれぞれ14．43分（標準偏差6．78、中央値15．00）、12・14  

分（標準偏差6．31、中央値10．00）であった8  

図表15 患者に対する1回あたりの平均指導時間（初回の指導）  

O1  10Ii  201  801  401  5机  801  丁（川  801  901  ＝）Ol   

合計  
（N＝50り  

病院  
（N＝90）  

診療所  
（N＝4川）  

l・…人臼2人臼3人・正以上占森岳奮1  

＊合計（N＝501）には、施設区分不明（N＝l）を含む。  

l・－占亘i盲－i－2古分妄姦古亘二i占有妄ii3ヰニi占益美i：重石あ以上占≠繭1   

図表16 患者に対する1回あたりの平均指導時間（2回目以降の指導）   

Ol 101  20t  30t  101  501  801  TO1  801  901 100l  

合計  
（N＝501）  

病続  
（N＝90）  

診療所  
（N＝HO）  

：■！…禾1U－…し・舶■0川一伸夫■－J…‖，∫大▲∪…抽⊥m柚ホ  

＊合計（N＝501）には∴施設区分不明（N＝1）を含む。  
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g）平成18年11月（1ケ月）におけるニコチン依存症管理料算定患者数   

平成18年11月（1ケ月）におけるニコチン依存症管理料算定患者数（初回の算定患者数）  

についてみると、全体では、「5人夫摘」（55．1％）が最も多く、次いで「0人」（19．8％）、  

「5～10人未満」（14．8％）であり、平均人数は2．92人（標準偏差3．26、中央値2．00）で  

あった。医療機関別に平均人数をみると、病院で3．48人（標準偏差3．13、中央値3．00）、  

診療所で2．80人（標準偏差3．27、中央値2．00）であった。   

一方、2回目以降の算定患者数についてみると、全体では、「5人未満」（39．9％）が最も  

多く、病院でも r5人未満」（30．0％）、診療所も「5人未満」（42，2％）と最も多かった。平均  

人数は、全体で5．93人（標準偏差7．42、中央値6．00）、病院で8．05人（標準偏差7．68、  

中央値6．00）、診療所で5．45人（標準偏差7．68、中央値3．00）であった。  

図表1了 平成柑年11月（1ケ月）における、ニコチン依存症管理料算定患者数  

（初回の算定患者数）  

0ヽ  101  ？0ヽ  JO1  401  5〔l＼  8ロ＼  ？Ol  101  90ヽ  l叩l   

（3）一次調査：患者の状況  

1）性別および年齢   

本調査で分析対象とした患者は、男性3，103人、女性1，083人、性別不明3人で合計4．189  

人であった。   

男性においては「60歳以上j（1，131人）が最も多く、次いで「50～59歳」（727人）、と  

なっており、年齢が高い層が多かった。平均は53．29歳（標準偏差13．97、中央値54．00）  

であった。一方、女性においては「30～39歳」（304人）が最も多く、男性と比較して若年  

層が多い結果となった。平均は47．45歳（標準偏差13．78、中央値46．00）であった。  

図表19 性別および年齢  

男性（∩＝3103）  女性（∩こtO83） 人  

合計  
（N＝50＝  

病院  
（N＝80）  

診療所  
（N＝410）  

50－棚 園24  

き・0人口5人未満田5一川人未満・川…－5人未満D15人以上ロー回書】  

図表18 平成柑年11月（1ケ月）における、ニコチン依存症管理料算定患者数  

（2回目以降の算定患者数）  

0ヽ   tOヽ   20ヽ   30＼  101   50ヽ   601  ？0ヽ   80ヽ   gOl  100ヽ   

＊性別無回答（N二3）を除く  

2）喫煙年数   

喫煙年数についてみると、r40年以上」（29．8％）が最も多く、次いで「20～30年未満」  

（25．6％）となっていた。平均は30．35年（標準偏差13．03、中央値30．00）であった。  

図表20 喫煙年数  

Ol tOl  ！0ヽ   301  101  50ヽ  10＼  †0ヽ   80＼  gOヽ  100l  

合計  
（N＝5（】り  

病院  
（N＝90）  

診療所  
（N＝4川）  

†i露示盲口主云～3云転義臼3も二io古壷溝・18扁上D車重産‾l  t・d川音大元満占ぃ10人相・io⊥15入来満㌫正以上≠義盛1   

＊合引（N＝5m）には、施設区分不明（N＝1）を含む。  
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